
 
知的障害児教育における合奏指導に関する研究 

－教師の支援に着目して－ 
五十嵐 梨里 

 
 
Ⅰ 問題 
 浅利（1986）は、発達にゆがみが生じやすい

障害児にとって、音楽が発達に与える影響は大き

いと述べている。また、音楽を媒体とした活動は、

自己の情動をコントロールする力を高め、コミュ

ニケーション能力を養うとともに、子どもの社会

性の発達を促すといわれている（畦内・小川，

2001）。 
 さまざまな音楽活動の中でも、合奏などの楽器

を使った集団活動は、他者を意識すると共に自己

の役割をも意識し、自我の形成に大きな効果を与

えるといえる（畦内・小川，2001）。齋藤（1992）
は合奏について、楽器を使うことにより自分だけ

の力よりも大きな表現を可能とすると述べてい

る。 
 しかし、知的障害に起因する発達の障害は、音

楽的な面でもさまざまな困難をもたらしている。

こうした障害のある子どもにとって、リズムやメ

ロディーを的確に把握したり、曲の情感をとらえ

たりすることは極めて難しいといえる。また、表

現においても、声の質・声域など歌うことの困難

さはもちろん、手指の不器用さ・柔軟性のなさな

ど、リズム奏にも具体的な問題点がある（吉田，

1984）。 
 知的障害児教育における合奏をはじめとした

音楽の実践報告は、まだ数が少ないのが現状であ

る。そこで、知的障害児教育において実践されて

いる音楽の授業がどのように行われているのか

を調べ、合奏における教師の支援がどうあったら

よいのかを分析・検討することにした。 
Ⅱ 目的 
 本研究では、知的障害児教育における音楽の合

奏活動において、児童個々の合奏活動への参加と

教師の支援との関連を分析し、合奏指導を進める

上で効果的な支援の在り方について検討するこ

とを目的とした。 
Ⅲ 方法 
1 対象 
 A 小学校特別支援学級における音楽の授業で

の合奏活動を対象とした。授業は、15 名の児童

（以下、Ａ児～Ｏ児とする）と B 教諭を主指導

者（以下、MT とする）とした教諭 3 名、介助員

7 名により行われた。 
２ 実施期間と場所 
１）第１期（５月～７月） 
 授業に関する情報収集と児童の実態把握を行

った。 
２）第 2 期（10 月～11 月） 
 11 月中旬の発表会へ向けたトーンチャイムに

よる「まっかな秋」（薩摩忠作詞、小林秀雄作曲）

と、打楽器による「ラ・バンバ」（メキシコ民謡）

の合奏の練習過程及び本番の様子を観察し、ビデ

オ記録した。 
３）実施場所 
授業と発表会はどちらも A 小学校音楽室にお

いて実施された。 
３ 分析方法 
１）分析 1 
 第 2 期における授業のビデオ記録を 3 名で視

聴し、教師の支援を抽出した。 
２）分析 2 
 「まっかな秋」と「ラ・バンバ」を対象とした。

それぞれの楽曲のビデオ記録を視聴し、児童の演

奏の状況を以下のレベルで評価した。 
 ○：正しく演奏した 
 △：遅れて演奏した 



 ×：間違って演奏した 
MG：指導者の身体的支援により演奏した。 

３）分析２の結果の処理 
 児童個々について演奏機会ごとに○△×MG
を記録し、演奏実行数／演奏機会数×100（％）

の式で○と△とＭＧの出現した割合（％）を算出

した。そして、○の出現した割合を実行率とし、

○の実行率を中心に検討した。 
Ⅳ 結果 
１ 教師の支援について 
 合奏活動における効果的な教師の支援のポイ

ントを抽出することができた。 
・合図の出し方（手さし、指さし） 
・練習方法（部分練習、反復練習） 
・教材教具（簡易譜） 
・児童の配置（和音ごとの配置） 
２ 児童の実行率について 
１）「まっかな秋」 

図1　B児：「まっかな秋」の実行率
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図2　A児：「まっかな秋」の実行率
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図3　E児：「まっかな秋」の実行率
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B 児（図１）、C 児、K 児の 3 名はほぼ MG での

演奏であった。A 児（図２）、D 児、F 児、J 児、

L 児、M 児、N 児の 7 名は初めから 80%、もし

くはそれ以上の高い実行率を示した。E 児（図３）、

G 児、I 児、H 児、O 児の 5 名は 40%程度からセ

ッションを重ねるごとに上昇し、80%程度の値を

示した。 
２）「ラ・バンバ」 

図4 　B児：「ラ・バンバ」の実行率
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図5  　A児：「ラ・バンバ」の実行率
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図6 　G児：「ラ・バンバ」の実行率

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5

セッション

実

行

率

 

図7 　O児：「ラ・バンバ」の実行率
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B 児（図４）、C 児、K 児の 3 名はほぼ MG での

演奏であった。A 児（図５）、F 児、I 児、L 児、

M 児の 6 名は最初から最終セッションまで 80%
の高い値で安定した。D 児、E 児、G 児（図６）、

H児の4名は上昇傾向で80～100%の値であった。

O 児（図７）は全セッションを通して 60～80%
の値で安定した。 
 また、この曲は大きく A パターンと B パター

ンというリズムパターンによって成り立ってお

り、それぞれ更に細かく３パターンに分けること

ができた。その中でも、A１パターンと A２、A
３パターンとの間に実行率の差が見られた児童

が多かった。 
Ⅴ 考察 
 児童の演奏実行に影響した大きな要因として、

MT の合図の出し方が効果的にはたらいたので

はないかと考えられる。MT はどちらの曲におい

ても、打点を明確に示す合図を、手さしや指さし

で出していた。さらに初期の段階では、手だけの

合図ではなく身体全体も大きく使い、たたく場所

や休む場所を示していた。児童にとってこの主指

導者の合図は、合奏に参加する上で重要な手掛か

りとなっていたと考えられる。また、「まっかな

秋」においては、和音ごとに児童を配置したこと

によって、より合図が出しやすくなったものと考

えられる。 
また、｢ラ・バンバ｣における実行率がセッショ

ンを重ねるごとに上昇した児童の要因を考える

と、部分練習による効果が大きかったのではない

かと推察される。練習過程においては、部分練習

をした後に全体で合わせるという段階を踏んで

いた。部分練習は何度も反復が可能であり、正し

く鳴らすことができた、たたくことができた、と

いう成功体験を児童自身が確認することができ

るものであると考えられる。 
教材教具は、2 曲ともに簡易譜が使用された。

これらの教材を視覚的な手掛かりとして演奏し

ていた児童もおり、この簡易譜は有効であったと

考えられる。 

また、「ラ・バンバ」においては、リズムパタ

ーンによって児童の実行率に差がみられた。これ

は、リズムの難易度の違いによるものと考えられ

る。MT の意図により今回のリズムパターンは作

成されたが、さらに児童の実態に見合ったリズム

パターンを用いることにより、児童のリズムの演

奏はより正確になると考えられる。 
Ⅵ まとめ 
本研究では、合奏における教師の支援として、

合図の出し方や教材教具の工夫、適切な練習方法

の選択などが、児童の合奏活動を高めていく上で

重要であるという示唆を得ることができた。 
今後は、MG での演奏であった児童が、少しで

も自発による演奏をすることができるような具

体的な支援の検討と、今回見出すことのできた支

援がどのような児童にとっても有効であるのか、

ということについてのさらなる検証が必要であ

る。 
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